
株式会社くらや (岡山県)

事業内容

■どら焼きの自動生産ラインを導入し、原材料価格の高騰や人手不足に対応可能な生産体制の構築
└ 新商品の増産依頼を受けているが、手作業を含む現在の生産能力では要望に追い付いておらず、生
産性向上が急務となっていた。
■新商品・既存商品の原材料を国産小麦へ切替え、使用量増加を図る

取組内容 取組A 自動どら焼き生産ラインの導入による津山産小麦の使用量増加(米国産小麦→国産小麦)

効果、成果
等

【自動どら焼き製造ライン導入による生産性向上】
事業実施前の生産能力 250個/h
事業実施後の生産能力 767個/h(517個/hの増)

【国産原材料の使用量】
新商品の国産小麦使用量 776kg/年(増加分)(見込み) ※
既存商品を含めた国産小麦の使用量 2,246kg/年(見込み)※

【小麦粉廃棄量の削減】
設備導入前の廃棄量 258kg/年
設備導入後の廃棄量 70kg/年(188kg/年の減) (見込み) ※

業種等
和菓子、洋風生菓子の製造
販売

輸入食品
原材料

小麦 主な商品 和菓子

導入した自動生産ライン

国産小麦を使用したどら焼き

※製造計画に基づく算出値

食品原材料調達安定化対策事業(R4補正予算)




